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図表 2 緊急地震速報の伝達ネ ッ トワーク
伝達ネットワーク 利用機関.娘役､利用者都道府県. 出先機関一 学校 .椿祉 集客施設 .鉄道 . 王蝉 .プラ 串掻所 .
市町村 消防機隣 施せ .病院 空港 .地下街等 ント等 家庭等
専用系ネットワ-.ク公衆ー l 地域忘星鮒 ネ司 蔓表 をコ ｢~蒜 蒜 蒜蒜 蒜 蒜蒜 妄言 IBl*■
l ~｢ ...-.Il-■一一~-一一一●●-■-7一…~~ー~--------
1 薄墨卸 字音- - ン.チ.巾 などさ 享
昏l A防舶 yトワ-♂.増車 蔓重責 牽 ㌢ - ツト i
CATV .- I一-- CATV ;





















緊急地雇速報は､平成 16年 2月より試験提供され､平成 18年 8月からは先行提
供､同年 11月からは不特定多数昔への伝達実験を目的としたモデル実験が行われて
いる｡すでに鉄道会社､鯉設現場､生産現場や病院での利用が開始 されている｡(*3)
図表 3 小田急電鉄 ｢早期地震帯報システム｣
出所 :小田急電鉄ホームページ
小田急電鉄の ｢早期地震警報システム｣の事例を図表 3に示す｡小田急電鉄では､
平成 18年 8月 1日から､早期地震帯報システムを導入 している｡このシステムは運
輸司令所内に設置され､一定規模以上の地震が発生 した際に､気象庁から専用回線























































行い､市町村の住民広報を通 じて住民に情報が伝達する｣ ことになっているO (#5)
つまり自治休においては､複数の伝達手段で提供 される多岐にわたる国民保護や防
災関係の情報を市庁舎内に通知するだけにとどまらず､住民や出先機関､防災関係
楼蘭-の配信を含め､いかにして統合的に収集 ･配信 し活用するかが課題 となる｡
緊急地震速報については､震度の地域は全国を約 200の地域に分割され､例えば
47都道府県を 1県あた りでみれば平均 4地域程度 となっている｡一方､災害対策で




先行事例の課題を解決すること､そして誰がいつ どのように行 うのかとい う実行
可能性を中心にすえ､減災の観点から緊急地膚速報の活用について提案を行 う｡












4.2 複数の伝達ネ ッ トワークシステムの組合せ利用
個人が繋急地質速報に按する場面を考える｡自宅に居る場合､テ レビやラジオ､
cATVを視聴 している場合や市町村防災行政無線の個別受信機や有線放送を設置 して
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動作による場合の影響 も大きいため､地壌デー タの解析か ら緊忠地慮速報の伝達､
配信､そ してこれ を用いた制御装置 と被制御装置に至る･一･一連のシステムには､極 め
て論い倍額性を維持す ることが要求される｡自動起動す るものと､茸佳肴 (運用者)
を介在させて円滑な制御が行われ るようにす る場合を適宜選択す る必要がある｡
∫-ALERTの場合､衛星か らの電波を受信す る J-ALERT受イ古設備 を市町村防災行政
無線に接続することを基本 としているが､図表 4に示 され るように今後､地域イ ン
トラネ ッ トや CATVなどの有線系システム､さらには MCA無線 を中継回線 として使 う
無線系システムなどに接続する場合が想定 される｡ 接続するシステムによっては遅
延が生 じ､また音声晶質に劣化をもたらす｡特に遅延 が発生することは緊急地質速




緊急地袋速報サー ビスの開始を目前に､このサー ビスに対する関心が急速に高 ま
ってきた｡地震の震度､到来するまでの時間を地震が到達す る前 に通知できるとこ
ろまでこぎつけたことは､地贋学者をは じめ関係者の長年の取 り組みの賜物である｡
この緊急地袋速報を一般 に挺供す るとい う勇気ある決断をしたことを一･一市民 として
歓迎 したい｡新 しいサー ビスの開始当初には､誤操作や誤動作が発生 した り､緊急
地窟速報に按 して も具体的な危険回避行動をとれなかった りすることも往々に して
あろ うが､こういった経験を積みなが ら賢い利用方法を開拓 していくことが何 よ り
も大事であると考える｡緊急地震速報､津波瞥報や火 lJ情報等､そ して国民保護 に
関す る情報を有効に活用するには､情報伝達 ･配信 システムがいっでも確実に軌作
す ることが大前提であ りそのための取 り組みは欠かせ ないが､加 えて平常時何を し
てお くか､速報に摸 した際の行動を予め想定 してお くことが大切である｡
緊急地盤速報サー ビスの開始は､自治体､防災関係機関､企業そ して家庭におい
て防災や減災を話題 としてとりあげ られるきっかけをもた らしたが､これ らが一人
一人の減災マイン ドの軸成につながっていけば､耐腐性にす ぐれた建物や電気 ･ガ








関係者省庁連絡会議 (第 1回)､平成 19年 3月 28日
(*4)地域衛星通信ネ ッ トワークの新たな展開に関す る調査研究会､『J-ALERTの








(#3)NIK総合/デジタル総合､｢どう生かす 緊急地震速報｣､2007年 9月 1日(土)
20:28-20:45放映
(#4)NIKKEINET｢緊急地演速報で誤報､小田急が一時停止 ･気象庁｣
http://wy.nikkci.co.jp/news/main/20070725ATIG2500V25072007.htnl
(#5)内閣官房 ｢国民保護ポータルサイ ト｣
http://www.kokuminhogo.go.jp/pc-index.html
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